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彙 報(昭 和52年10.目～　　昭和52年12月)

人 事異 動

昭和52年

　10,月1日　奥田貞子を事務官(管 理部庶務

　　　　　課)に 採用

　　　　　　那須弘昌を用務員(管 理部会計

　　　　　課)に 採用

　　　　　　藤井龍彦(第4研 究部助手)は

　　　　　助教授に昇任

　　　一　　 戸塚　明(情 報管理施設資料

　　　　　室)は,技 術室に配置換

　　　　　　守屋　毅(愛 媛大学助教授教養

　　　　　部)は,第1研 究部に配置換

　　　　　　松澤員子(第1研 究部助教授)

　　　　　は,第2研 究部に配置換

　11月1日　小川　了を助手(第3研 究部)

　　　　　に採用

展示企画委員会専門委員の異動

　昭和52年10月1日 付けで下記のとおり展示

企画委員会専門委員が再任された。、

　辻 三郎 　大阪大学教授(基 礎工学部)

客員研究部門担当教官

　昭和52年10月1日 付け一ざ客員研究部門担当

教官が下記のとおり発令された。

第4研 究部

　教 授 佐藤信行(広 島大学総合科学部)

第5研 究部

　助教授　田中二郎(京 都大学霊長類研究

　　　　　　　　　 所)

館内合同研究会

昭和52年

　10月18日　「南米の神話一 火の起源一 」

　　　　　　　　　　　　　 友枝 啓泰

　12月13日　「ラウ漁撈民の民俗魚類学の調

　　　　　　 査より」

　　　　　　　　　　　　　 秋道 智彌

　　　　　　「アサパスカンの中のクリー・イ

　　　　　　 ンディアン」

　　　　　　　　　　　　　 煎本 孝

海外における研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 　 　 　 　 　 　 出 発 　 帰 国 　 　 　 行 　 先

松澤 員子(第2研 究部助教授)　　 52.10.3　 　52.10.17　 　 中華民国

加藤 九柞(第1研 究部教授)　 　　 52.11.18　 53。1.19　 　 ソビエ ト連邦共和国,ブ ルガ リ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　 ア

藤井 龍彦(第4研 究部助教授)　 　 52.12.5　 53.3.22　 　 ペルー

山本 紀夫(第3研 究部助手)　 　　 52.12.5　 53.3.22　 　 ペルー

杉村 棟(第2研 究部助教授)　 　 52.12.12　 53.3.11　 　 アメリカ合衆国

来 館 者 抄 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ッテル ダ ム民 族 学博 物 館 ア ジ ァ

昭 和52年 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 部 長)

　 10月6日 　 MATTuLADA(イ ン ドネ シ ァ ・　 　 　 　 10月20日 　 Claude　 LEvl-STRAussE(フ ラン

　 　 　 　 　 　Director　of　Social　Science　 Re一　　　　　　　　　　 ス ・コ レー ジ ュ ・ド ・フ ラ ンス

　 　 　 　 　 　search　Training　 Field　Station)　 　　　　　　　　　　　 教 授)

　 10月7白 　Joseph　 KREINER(ド イ ツ連 邦 共 　　 　 　 10月21日 　 constance　 PERIN(ア メ リカ合 衆

　　　　　　和国 ・ボン大学日本文化研究所　　　　　　　　　 国・グッゲンハイム ・フェロー)

　　　　　　長)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Kuakul　SATHIRATHAI(タ イ・チ
'10月13日　 G

・M・D・ONDEI(オ ランダ ・ロ　　　　　　　　 ユラロンコーン大学文学部長)
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彙 報

10月28日 　片寄 俊秀(長 崎造船大 学教

　　　　　授)

　　　　　小池　新二(元 九州芸術工科大

　　　　　学長)

11月2日 　 Samuel　N'DouMBE　 MANGA(カ

　　　　　メルン連合共和国 ・国立科学技

　　　　　術研究機構人文科学研究所副所

　　　　　長)

11月10日 　 S.D.ア ニ シモフ,　Y.I.ル ー一・一

　　　　　ドネフ,M.V.コ ズ リコーフ

　　　　　 (在大阪ソビエ ト社会主義共和

　　　　　国連邦総領事館)

11月11日 　 Georges　BALANDIER(フ ランス・

　　　　　Universit6　Ren6　 Descartes教

　　　　　授)

　　　　　小関藤一郎(関 西学院大学教

　　　　　授)

11月17日 　 LNHIGULA,A.MANEALLE(在

　　　　　日タンザニァ大使館)

11月20日 　 Wilaiporn　CHAMAPLiN(タ イ ・

　　　　　Tribal　Research　Centcr,　Chaing

　　　　　Mai)

11月22日　 吉沢　四郎(京 都大学教授)

　　　　　末石冨太郎(大 阪大学教授)

　　　　 中澤源一郎(ブ ラジル日本文化

　　　　 協会会長 ・ブラジル日本移民史

　　　　 料館建設委員長)

　　　　 安立　仙一(ブ ラジル日本文化

　　　　 協会事務局長)

11月24日 　 黒岩　澄雄(京 都大学教授)

12月1日 　 Christian　POLAK(在 日フランス

　　　　 大使館)

　　　　 大塚　　滋(東 洋食品工業短期

　　　　 大学教授)

　　　　 近藤　良夫(京 都大学教授)

12月2日 　服部　幸三(東 京芸術大学附属

　　　　 図書館長)

12月5日 　JONES(オ ース トラリア教育庁

　　　　 次官)

12月6日 　陳 荊 和(香 港 中文 大学教

　　　　 授)

　　　　 エコフオ・ソコンベ(ザ イール

　　　　 共和国科学庁副長官)

12月9日 　長谷川喜代三(奈 良女子大学教

　　　　 授)

12月19日 　 辛島 昇(東 京大学助教授)

　　　　 B.SITARAMAN(東 京大学外国人

　　　　 研究員)



国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関する論文,資 料 ・研究ノー ト,調

査研究活動報告等を掲載 ・発表することにより,民 族学(文 化人類学)の 発展に寄与するもの

である。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿することができる者は,次 のとおりとする。

(1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」という。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組織,

　 運営に関与する者

(2)本 館が受け入れた各種研究員及び研究協力者

(3)そ の他本館において適当と認めた者

3.原 稿を寄稿する場合は,論 文,資 料 ・研究ノー ト,調 査研究活動報告等のうち,い ずれであ

　るかをその表紙に明記するものとする。なお,こ の区分についての最終的な調整は,国 立民族

学博物館研究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」という。)に おいて行う。(編集する場合は,

原則として論文及び資料 ・研究ノー トを1段 組,そ の他のものを2段 組として取り扱う。)

4.原 稿執筆における使用言語は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペイン語,ロ シア語,中 国語

及びドイツ語のうちいずれを用いて も差 し支えない。ただ し,そ の他の言語を用いる場合は,

編 集委員会に相談するものとする。

5.特 殊な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合は,編 集委員会に相談するものとする。

6.寄 稿する原稿が論文で,日 本語を使用する場合は,原 則として英文により500語 程度の要旨

　を付けるものとし,そ の他の言語による論文の場合は,編 集委員会に相談するものとする。な

　お,寄 稿する原稿については,執 筆者名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記 しなければ

　ならない。

7,寄 稿する原稿の枚数は,原 則として制限しない。ただし,編 集する場合は編集委員会の判断

　により,紙 数等の関係から分割 して掲載することがある。

&寄 稿する原稿は,必 ず清書(欧 文の場合はタイプ)し,原 稿の写 し1部 を添付するものとす

　る。なお,図,表 のス ミ入れ,レ タリングは,編 集委員会で処理する。

9.寄 稿された原稿は,審 査委員会において審査のうえ,採 否を決定する。なお,原 稿は,採 否

　にかかわらず原則として返却しない。

10.稿 料の支払い,掲 載料の徴収は行わない。

11.原 稿の執筆に当っては,別 に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」による。

12.原 稿の寄稿先及び連絡先は,次 のとおりとする。

　　　 〒565大 阪府吹田市千里　万国博記念公園

　　　　　　　国立民族学博物館内

　　　　　　　国立民族学博物館研究報告編集委員会(電 話 代表06-876-2151)
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

1.原 稿 は,200字 詰原稿用紙を使用し,横 書きとする。

2.原 稿は,図,表 を除き,原 則として黒インクを使用する。

3.日 本語を使用して執筆する場合は,原 則として当用漢字,現 代かなつかいを用いる。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等は,原 則として原稿用紙のマス目1字 分の扱いをする。

5.原 稿中の年号,月 日及びその他の数字は,原 則としてアラビァ数字を用いる。なお,年 号は,

　原則として西暦とする。

6.図 及び表は,一 図,一 表ごとに別紙に書き,本 文とは別に一括 して添付するものとする。な

　お,図,表 ごとに通し番号(「 図1」,「 表1」 等の要領により記入),図,表 名及び説明並びに

　出典等を記 し,本 文原稿の欄外には,そ れぞれのそう入箇所を指定するものとする。

7.写 真は,写 りの明瞭なもので,手 札判以上の大きさに焼き付けたものに限り,図 及び表の扱

　いに準 じて通 し番号,説 明を付けたうえ,そ う入箇所を指定するものとする。ただし,カ ラー

　写真は,原 則として受け付けない。

8.本 文又は脚注において文献を指示する場合は,カ ギ括弧を付け,著 者名,文 献刊行年次,引

　用ページ数の順に下記の例に従 って記載する。

　　 [柳田　1942:67-69]

　　 [Leach　1961:123]

　　 [柳田　1942:67-69,1944:20-22;Leach　 l961:123]

　ただし,同 年次刊行物の場合は,ア ルファベット順により,下 記のように記載するものとする。

　　 [柳田　　1942a:20-22]　 [杉田　　1942b:10]

9.脚 注は,一 つ一つ別紙に記 し,通 し番号を付ける。なお,本 文中に脚注をそう入する箇所に

　は,脚 注の当該番号を記入 し,別 紙の脚注には,本 文のページ数を明記するものとする。

10.本 文及び脚注において参照 した文献は,す べて原稿の末尾にまとめて下記の方法により記入

　する。

　(1)文 献の配列は,著 者名のアルファベット順 とすること。

　(2)文 献 の記載は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社名の順とすること。

　　欧文の雑誌名及び単行本名は,イ タリック体にするため,原 稿には下線を引くこと。また,

　　ローマ字人名は,ス モール ・キャピタルとするため,二 重下線を引き,日 本文の場合は,論

　　題にカギ括弧,雑 誌名及び単行本名に二重のカギ括弧を付けること。雑誌の巻数及び号数は,

　　原則としてアラビア数字を用いること。

　　 (例)

　　　論文の場合　(1)

　　　　石田英一郎

　　　　　　1948「 文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』13(4)=311-330。

　　　　Bohannan,　 P.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　1973　 Rethinking　 Culture:APr()ject　 for　Current　 Anthropologist.　 Current

　　　　　　　　　Anthropology　 14(4):357-372.

　　　論文の場合　(2)

　　　　杉浦　健一

　　　　　　1942　 「民間信仰の話」 柳田国男編r日 本民俗学研究』 岩波書店,pp.117-143。
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　　Leach,　 Edmund

　　　　　I964　 Anthropological　 Aspects　 of　Language:Animal　 Categories　 and　 Verbal　 Abuse.

　　　　　　　　　　In　 Eric　 H.　 Lennenberg(ed.),　 New　 Directions　 in　 the　 Study　 of　Language,

　　　　　　　　　　The　 M.1.T.　 Press,　 pp.23-63.

単 行 本 の 場 合

　 泉 　 靖 一

　　　　　1966r文 明 を も っ た 生 物 』　 日 本 放 送 出 版 協 会 。

　 Murdock,　 George　 P.(ed.)

　　　　　1960　 Social　 Structure　 ill　Southeast　 Asia.　 Viking　 Fund　 Publications　 in　 Anthro-

　　　　　　　　　　pology　 No.29,　 Wenner-Gren　 Foundation　 for　Anthropological　 Research,　 Inc.

翻 訳 書 の 場 合

　　エ リア ー デ,M.

　　　　　1974rシ ャ ー マ ニ ズ ム 　 　 古 代 的 エ ク ス タ シ ー 技 術 　 　 』 堀 　 一 郎 訳 　 冬 樹 社 。

　 van　 Gennep,　 Arnold

　　　　　1960The　 Rites　 of　Passage.　 M.　 B.　Vizedom　 and　 G,　 L,　 Caffee,　 trans.,　 The　 Uni・

　　　　　　　　　　versity　 of　Chicago　 Press.
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